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は
じ
め
に

 

「
十
戒
」（Decalogus

）
と
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
Ｋ
・
マ
ッ
キ
ム
『
キ
リ

ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
神
の
法
（
掟
）
で
あ
り
、
モ
ー

セ
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
に
与
え
ら
れ
、
神
と
の
関
係
に
お
い
て
生

き
る
人
々
に
向
け
ら
れ
た
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
神
の
意
志
を
表
わ
す（
一
）」

も
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
掟
（m

andatum

）
の
根
幹
を
な
す
も
の

で
あ
る
。

 

明
末
清
初
に
お
け
る
「
十
戒
」
に
関
し
て
は
後
藤
基
巳
「
十
誡
の
中
国

的
展
開―

中
国
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
に
関
す
る
一
考
察（
二
）」
と
柴
田
篤
「
明

清
天
主
教
に
お
け
る
十
誡―

『
愛
天
主
・
愛
人
』
の
概
念
を
通
し
て（
三
）

―

」

の
高
論
が
あ
る
。
後
藤
基
巳
に
よ
れ
ば
、
明
末
清
初
の
イ
エ
ズ
ス
会
士
が

「
そ
の
伝
道
に
当
っ
て
十
誡
の
漢
訳
を
試
み
て
い
る
こ
と
や
、
後
来
さ
ら

に
王
豊
粛Alphonse Vagnoni

の
『
西
学
十
誡
初
解
』、
陽
瑪
諾

Em
m

anuel Diaz

の
『
天
主
聖
教
十
誡
直
詮
』（
一
六
四
二
年
）、
潘
国
光

Francois Brancati

の
『
天
主
十
誡
勧
論
聖
蹟
』（
一
六
五
〇
年
）
な
ど
、

十
誡
の
解
明
を
直
接
の
主
題
と
す
る
著
書
の
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

窺
わ
れ
、
ま
た
カ
テ
キ
ズ
ム
と
し
て
書
か
れ
た
南
懐
仁Ferdinandus 

Verbiest

の
『
教
要
序
論
』（
一
六
七
〇
年
）
な
ど
に
お
い
て
も
、
十
誡
に

つ
い
て
は
か
な
り
詳
し
い
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る（
四
）。」
と
あ
る
よ
う
に
、

明
末
清
初
に
お
い
て
在
華
イ
エ
ズ
ス
会
士
は
「
十
戒
」
の
漢
文
に
よ
る
解

説
に
力
を
尽
く
し
た
よ
う
で
あ
る
。
柴
田
篤
は
後
藤
基
巳
の
挙
げ
た
書
に

加
え
て
、
羅
明
堅M

ichele Ruggieri

の
『
天
主
実
録
』（
一
五
八
四
年
）

と
艾
儒
略Giulio Aleni

の
『
滌
罪
後
規
』
を
挙
げ
る（
五
）。

 

万
暦
一
一
年
（
一
五
八
三
年
）
か
ら
万
暦
一
二
年
（
一
五
八
四
年
）
の
間

に
広
東
の
肇
慶
で
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
や
リ
ッ
チ
に
よ
っ
て
「
十
戒
」
が
漢
訳

翻
訳

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
述
『
天
主
教
要
解
略
』
訳
注
（
四
）

　
　
　

主
な
る
神
様
の
十
戒
の
部
（
上
）

Ａ
・
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ　
　

述

葛　

谷　
　
　

登　
　

訳
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さ
れ
て
、「
祖
伝
天
主
十
誡
」
が
成
っ
た（
六
）。
肇
慶
の
教
会
を
訪
ね
て
来
る

中
国
の
人
々
は
、「
そ
れ
が
道
理
に
か
な
い
自
然
法
に
即
し
た
も
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ

る
と
知
っ
て
、
そ
れ
を
守
っ
て
み
よ
う
と
言
っ
た（
七
）」（

傍
点
筆
者
注
。
以
下

同
じ
）
そ
う
で
あ
る
。「
道
理
に
か
な
い
自
然
法
に
即
し
た
も
の
」

（ʻconform
i alla ragione e legge naturaleʼ

）
と
訳
さ
れ
た
も
と
の

中
国
語
が
ど
う
い
う
言
い
方
で
あ
っ
た
の
か
、
大
変
興
味
深
い
点
で
あ
る

が
、
漢
訳
さ
れ
た
「
十
戒
」
が
儒
教
文
化
の
中
に
生
き
る
肇
慶
の
文
人
た

ち
に
肯
定
的
に
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

 

本
訳
注
で
は
明
末
天
主
教
史
上
で
も
と
り
わ
け
意
義
深
い
『
天
主
教
要

解
略
』
の
中
の
「
天
主
十
誡
」
を
取
り
上
げ
る
。
訳
出
に
当
た
っ
て
、
内

閣
文
庫
所
蔵
『
天
主
教
要
解
略
』
に
拠
っ
た（
八
）。

訳

主
な
る
神
様
の
十（
九
）
戒

　

一
、
唯
一
な
る

主
な
る
神
様
を
す
べ
て
に
ま
さ
っ
て
敬
い
尊
び
な
さ
い
。

　

 

二
、
主
な
る
神
様
の
御
名
を
唱
え
て
偽
り
の
誓
い
を
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

三
、
礼
拝
の
日
を
守
り
な
さ
い
。

　

四
、
父
と
母
を
敬
い
仕
え
な
さ
い
。

　

五
、
人
を
殺
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

六
、
邪
で
淫
な
こ
と
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

七
、
盗
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

八
、
偽
証
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

九
、
他
人
の
妻
を
願
い
求
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

十
、
他
人
の
財
産
を
貪
り
求
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

 

以
上
の
「
十
戒
」
は
結
局
、
二
つ
の
こ
と
が
ら
に
帰
着
し
ま
す
。
そ
れ

は
、

主
な
る
神
様
を
す
べ
て
に
ま
さ
っ
て
愛
す
る
こ
と
、
及
び
自
分
を
愛
す
る

よ
う
に
人
を
愛
す
る
こ
と
な
の
で
す
。
こ
の
「
十
戒
」
は
そ
の
昔
、
主
な

る
神
様
が
忝
く
も
世
の
中
の
す
べ
て
の
人
が
守
る
よ
う
に
と
お
示
し
に
な

ら
れ
た
も
の
で
す
。「
十
戒
」
を
守
る
者
は
天
国
に
昇
っ
て
幸
い
を
与
え

ら
れ
、
こ
れ
を
守
ら
な
い
者
は
地
獄
に
堕
ち
て
刑
罰
を
受
け
ま
す
。

主
な
る
神
様
の
十
戒
解
略

「
十
戒
の
原
理（
十
）」

 

十
戒
と
は
守
る
べ
き
十
箇
条
の
正
し
い
道
理
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
犯
し

て
は
な
ら
な
い
と
戒
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

 
主
な
る
神
様
は
最
初
人
を
お
造
り
に
な
ら
れ
た
そ
の
と
き
す
で
に
、
人

に
こ
の
道
理
を
賦
与
さ
れ
ま
し
た
。
注
意
を
促
さ
な
く
と
も
い
つ
も
目
覚

め
た
状
態
に
あ
っ
て
、
な
す
べ
き
善
を
な
し
避
け
る
べ
き
悪
を
避
け
る
こ

と
を
弁
え
る
よ
う
に
と
、
人
の
心
の
中
に
十
戒
を
刻
み
込
ま
れ
た
の
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で（
十
一
）
す
。

 
と
こ
ろ
が
人
は
そ
の
初
め
、
主
の
御
命
令
に
背
く
罪
を
犯
し
ま
し
た
の

で
（『
元
性（十
二
）
論
』
参
照
）、
そ
の
結
果
、
罪
の（
十
三
）
種
が
代
々
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
は
欲（
十
四
）
望
に
煩
わ
さ
れ
正
し
い
道
理
に
暗

く
な
り
ま
し
た
。
何
を
行
な
う
べ
き
で
あ
り
、
何
を
避
け
る
べ
き
で
あ
る

か
と
い
う
是
非
善
悪
の
面
に
お
い
て
様
々
な
誤
り
を
犯
す
よ
う
に
な
り
ま

し（
十
五
）
た
。

 

主
な
る
神
様
は
こ
う
し
た
状
態
を
深
く
お
憂
い
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
そ
れ
か
ら
二
千
四
百
五
十
年
余
り
後
に
モ
ー（
十
六
）
セ
と
い
う
名
の
聖
人
を

お
選
び
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
る
神
様
は
二
枚
の
石
の
板
に
十
戒
を
刻

ま
れ
て
、
こ
の
石
の
板
を
モ
ー
セ
に
お
授
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

十
戒
を
モ
ー
セ
の
も
と
に
あ
る
人
々
に
あ
ま
ね
く
伝
え
る
よ
う
に
お
命
じ

に
な
ら
れ
た
の
で（
十
七
）
す
。

 

二
枚
の
う
ち
一
枚
の
石
の
板
に
は
十
戒
の
う
ち
前
の
三
つ
の
戒
め
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
三
つ
の
戒
め
は
人
に
思
い
、
言
葉
、
行
な
い
の
三

つ
を
従
え
て
主
な
る
神
様
を
愛
し
敬
う
よ
う
に
教
え
て
い
ま（
十
八
）
す
。
も
う
一

枚
の
石
の
板
に
は
後
の
七
つ
の
戒
め
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
七
つ
の

戒
め
は
人
に
思
い
、
言
葉
、
行
な
い
を
通
し
て
仲
間
同
士
睦
じ
く
し
て
、

相
手
の
身
体
、
名
誉
、
財
産
等
を
害
わ
な
い
こ
と
を
要
諦
と
し
、
主
な
る

神
様
を
愛
す
る
心
を
推
し
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
を
愛
す
る
よ
う
に
教

え
る
も
の
で（
十
九
）
す
。

 

思
う
に
、
主
な
る
神
様
の
御
教
え
の
根
本
は
仁
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
仁

は
神
様
へ
の
愛
と
人
へ
の
愛
と
い
う
こ
の
二
つ
の
愛
を
実
践
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
実
現
さ
れ
得
る
も
の
に
ほ
か
な
り
ま
せ（
二
十
）
ん
。

 

そ
れ
で
は
十
戒
が
石
に
刻
ま
れ
た
の
は
ど
う
い
う
わ
け
な
の
で
し
ょ
う

か
。

 

主
な
る
神
様
は
最
初
生
き
て
い
る
人
の
心
に
十
戒
を
刻
み
込
ま
れ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
人
は
自
ら
欲
望
に
引
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
十
戒
の
こ

と
が
分
か
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
わ
け
で
十
戒
を
石
に
刻
み
込

む
よ
り
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
は
常
に
十
戒
に
目
を
向
け
、
こ

れ
を
決
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
の（
二
十
一
）

で
す
。

注

（
一
） 

ド
ナ
ル
ド
・
Ｋ
・
マ
ッ
キ
ム
著
、
高
柳
俊
一
・
熊
澤
義
宣
・
古
屋
安
雄
監
修
『
キ

リ
ス
ト
教
神
学
用
語
辞
典
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
出
版
局
、
二
〇
〇
二
年
、
一
八

二
頁
。

（
二
） 

後
藤
基
巳
『
明
清
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
』
研
文
出
版
、
一
九
七
九
年
（
初
出
一

九
五
五
年
）、
六
七―

九
四
頁
。
後
藤
論
文
は
明
末
清
初
期
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る

カ
ト
リ
ッ
ク
伝
道
だ
け
で
は
な
く
、
唐
代
の
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
派
、
す
な
わ
ち
景
教

伝
道
か
ら
清
末
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
系
譜
に
属
す
る
太
平
天
国
運
動
の
事
例
ま

で
歴
史
通
貫
的
に
扱
っ
て
い
る
。

（
三
） 

『
中
国
哲
学
論
集
』
九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会
、
第
二
二
号
、
一
九
九
六
年
一

二
月
、
三
五―

五
四
頁
。

（
四
） 
後
藤
前
掲
書
、
七
四―

七
五
頁
。

（
五
） 
柴
田
前
掲
論
文
、
三
七
頁
。『
滌
罪
正
規
』
に
は
楊
延
筠
（
一
五
五
七―

一
六
二

七
）
に
よ
る
序
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
一
六
二
七
年
以
前
に
出
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版
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
 

『
天
主
実
録
』
に
関
し
て
は
、
福
島
仁
「『
新
編
天
主
實
録
』
と
そ
の
改
訂
に
関

す
る
資
料
の
諸
問
題
」（『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』XCIX

（
哲
学
33
）、

一
九
八
七
年
、一―

一
八
頁
）と
い
う
密
度
の
濃
い
論
文
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

ʻVera et brevis divinarum
 rerum

 expositioʼ 

（Pietro Tacchi Venturi, 
O

pere Storiche del P. M
atteo Ricci S. I., Vol. II, M

acerata, 1913, 
pp. 498–540

）
を
底
本
に
し
て
『
新
編
天
主
實
録
』
が
一
五
八
四
年
に
出
来
、
そ

れ
が
一
六
四
八
年
に
改
訂
さ
れ
て
『
天
主
聖
教
實
録
』
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
（
同
論
文
、
五―
六
頁
）。

 
 

方
豪
『
中
国
天
主
教
史
人
物
傳
』（
香
港
公
教
真
理
学
会
、
一
九
七
〇
年
）
第
一

冊
「
羅
明
堅
」
の
箇
所
に
は
『
新
編
天
主
實
録
』
と
『
天
主
聖
教
實
録
』
に
記
さ

れ
た「
十
戒
」が
並
記
さ
れ
て
い
る（
六
九―

七
〇
頁
）。『
中
国
天
主
教
史
人
物
傳
』

第
一
冊
六
九
頁
に
記
さ
れ
た
『
新
編
天
主
實
録
』
の
「
十
戒
」
の
文
句
は
、Fonti 

Ricciane Vol. I N
. 248, p. 194

のTavola IX
の
影
印
「
祖
傳
天
主
十
誡
」
の
文

句
と
同
一
で
あ
る
。Fonti Ricciane N

. 248
の
記
述
を
見
る
限
り
、
ま
ずDieci 

Com
andam

enti del Decalogo

が
「
祖
傳
天
主
十
誡
」
と
し
て
漢
訳
さ
れ
た
。

同
書
の
次
の
箇
所
に
“E desiderando m

olto i letterati sapere qualche cosa 
più di quello che della nostra legge si diceva neʼ Com

andam
enti 

stam
pati, con un letterato che stava in casa accom

odorno i Padri un 
Catechism

o 

［天
主
實
錄

］ in questa lettera

”, (Fonti Ricciane, Vol. I, 
N

. 253, p. 197) 

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
祖
傳
天
主
十
誡
」
を
中
心
の
骨
組
と

し
て
ル
ッ
ジ
ェ
ー
リ
と
リ
ッ
チ
等
に
よ
っ
て
『
新
編
天
主
實
錄
』
が
作
成
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
六
） Fonti Ricciane, Vol. I, N

. 248, p. 194.

（
七
） 

リ
ッ
チ
『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史　

一
』（
川
名
公
平
訳
、
矢
沢
利
彦
注
）

岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、
一
七
八
頁
。
原
文
は
、
“e dicevano volergli 

osservare per vederli tanto conform
i alla ragione e legge naturale.

” 
(Ibid., N

. 248, p. 194).

（
八
） 

内
閣
文
庫
所
蔵
本
は
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
六
八
五
五
番
の
『
天
主
教
要
解

略
』
と
同
一
内
容
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
印
刷
が
鮮
明
で
汚
損
箇
所
が
少
な
く
、

随
時
手
に
取
っ
て
調
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
今
回
か
ら
内
閣
文
庫
本
を
用
い
る

こ
と
に
し
た
。

（
九
） 

原
文
は
「
天
主
十
誡
」（『
天
主
教
要
解
略
』
上
巻
、
十
二
葉
表
）（
以
下
、
頁
数

の
み
表
記
）。
ラ
テ
ン
語M

andata Dei

を
漢
訳
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
冨
山
房

『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典　

Ⅰ
』（
一
九
四
〇
年
、
二
九
七
頁
）
に
は
「
掟
」
の
項
目

の
Ⅰ
と
し
て
〔
天
主
の
十
誡
〕
を
挙
げ
る
。
現
在
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で

は
「
十
戒
」（
じ
っ
か
い
）
と
言
う
。

（
十
） 

原
文
は
「
十
誡
原
本
」。「
原
本
」
と
は
一
九
四
七
年
版
『
辭
海
（
合
訂
本
）』（
中

華
書
局
香
港
分
局
）
に
よ
れ
ば
、
語
義
の
第
一
に
「
猶
根
由
也
」、
第
二
に
「
推
原

其
本
也
」、第
三
に
「
今
謂
作
者
之
原
書
曰
原
本

0

0

」（
以
上
、二
二
九
頁
）
を
挙
げ
る
。

「
十
誡
原
本
」
の
「
原
本
」
の
語
義
に
近
い
の
は
、
こ
の
う
ち
、『
漢
書
』「
匡
衡
伝
」

の
「
由
此
觀
之
、治
天
下
者
審
所
上
而
已
。
…
賢
者
在
位
、能
者
布
職
、朝
廷
崇
禮
、

百
僚
敬
讓
。
道
德
之
行
、
由
内
及
外
、
自
近
者
始
、
然
後
民
知
所
法
、
遷
善
日
進

而
不
自
知
。
是
以
百
姓
安
、陰
陽
和
、神
靈
應
、而
嘉
祥
見
。
…
…
此
敎
化
之
原
本

0

0

、

風
俗
之
樞
機
、
宜
先
正
者
也
」（
中
華
書
局
本
、
第
十
冊
、
三
三
三
五
頁
）
を
用
例

に
挙
げ
る
第
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
 

た
だ
「
原
本
」
と
言
え
ば
、
第
一
に
想
起
さ
れ
る
も
の
は
万
暦
三
十
五
年
（
一

六
〇
七
年
）
に
出
版
さ
れ
た
リ
ッ
チ
口
訳
、徐
光
啓
筆
受
の
『
幾
何
原
本
』
で
あ
る
。

こ
の
『
幾
何
原
本
』
と
い
う
題
名
に
関
し
て
、Peter M

. Engelfriet

がEuclid 
in China–The Genesis of the First Chinese Translation of Euclidʼs 
Elem

ents Books I-VI (Jihe yuanben; Beijing, 1607) and its Reception 
up to 1723 (Brill, 1998)

の
第
五
章
の
Ｂ
「
術
語
と
言
語
」（Term

inology 
and Language

）
の
中
の
「『
幾
何
原
本
』
と
い
う
題
名
の
意
味
」（The 

M
eaning of the title Jihe yuanben

）
と
い
う
箇
所
で
次
の
よ
う
な
興
味
深
い

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

 
 

 
 

題
名
の
「
幾
何
」
と
い
う
語
はgeom

etria

の ʻgeoʼ 

と
い
う
音
節
を
表
わ
す
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音
符
で
あ
る
と
長
い
こ
と
信
じ
ら
れ
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、「
幾
何
」
と
い
う

語
は
数
学
の
一
分
野
と
し
て
の
幾
何
学
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
後
の
こ
と
で
し
か
な
い
。
翻
訳
者
た
ち
は
「
幾
何
」
と
い
う
語
を
イ
タ

リ
ア
語
や
ラ
テ
ン
語
のgeom

etria

の
意
味
で
用
い
よ
う
と
す
る
意
図
は
毛

頭
な
か
っ
た
。『
幾
何
原
本
』
の
原
書
の
題
名
に
「
幾
何
学
」
と
い
う
語
が
含

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
別
と
し
て
（
結
局
の
と
こ
ろ
、
第
七
巻
か
ら
第

九
巻
ま
で
は
数
の
理
論
を
取
り
扱
う
）、
当
時
の
中
国
語
の
発
音
は
異
な
っ
て

お
り
、
現
在 ʻjiʼ 
と
発
音
さ
れ
る
「
幾
」
と
い
う
漢
字
は
恐
ら
く
当
時
は ʻkiʼ 

と
発
音
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

 
 

 
 

…
…

 
 

  
 

従
っ
て
、「
幾
何
」
と
い
う
語
に
は
「
幾
何
学
」
と
い
う
意
味
は
毛
頭
込
め
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』
の

十
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
つ
で
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
の
量
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
が
意
図
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
…
数
学
は
ク
ラ
ヴ
ィ

ウ
ス
に
よ
っ
て
量
を
扱
う
（de quantitate agitur

）
学
と
し
て
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
、「
幾
何
」
と
い
う
語
が
数
学
諸
学
一
般
（
幾
何
学
、
算
学
、
さ

ら
に
天
文
学
、
力
学
及
び
光
学
）
を
意
味
し
た
こ
と
は
明
白
だ
か
ら
で
あ
る

（
同
書
、
一
三
八―

一
三
九
頁
）。

 
 

以
上
、
要
す
る
に
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
は
「
幾
何
」
と
い
う
語
は
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』
の
中
に
記
さ
れ
た
十
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
一
つ
で
あ

る
量
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、「
幾
何
」
は
ま
た
数
学
諸
学
一
般
を
指
す
も
の
で

も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、geom

etry

を
指
す
も
の
で
は
な
く
、『
幾
何
原
本
』
に
あ
っ

て
はarithm

etic

は
「
数
法
家
」、geom

etry

は
「
量
法
家
」
と
い
う
語
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
と
、
具
体
例
を
挙
げ
て
論
ず
る
の
で
あ
る
。

 
 

こ
れ
に
つ
い
て
少
し
確
か
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
彼
は
「
幾
何
」
が

geom
etry

を
表
わ
す
も
の
で
な
い
こ
と
の
決
定
的
な
論
拠
と
し
て
『
幾
何
原
本
』

「
第
一
巻
之
首
」
の
最
初
に
出
て
来
る
「
界
説
三
十
六
則
」
の
箇
所
を
挙
げ
る
。
そ

の
う
ち
、「
凡
歷
法
、
地
理
、
樂
律
、
筭
章
、
技
藝
、
工
巧
諸
事
有
度
有
數
者
、
皆

依
頼
十
府
中
幾
何
府

4

4

4

屬
。」（
台
湾
学
生
書
局
本
『
天
學
初
函
』（
四
）、
巻
之
首
、

一
葉
表
、
一
九
四
九
頁
）
の
部
分
が
特
に
重
要
で
あ
ろ
う
。

 
 

し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
「
幾
何
」
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』

に
挙
げ
ら
れ
た
十
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
の
量
を
見
な
す
に
は
い
ま
少
し
決
め
手

を
欠
く
。
確
か
に
上
記
引
用
文
の
直
後
に
は
、「
凡
論
幾
何

0

0

、
先
從
一
點
始
、
自

點
引
之
爲
線
、
線
展
爲
面
、
面
積
爲
體
」（
同
書
、
同
頁
）
と
続
く
か
ら
、「
幾
何
」

は
量
と
考
え
ら
れ
よ
う
け
れ
ど
も
、
点
→
線
→
平
面
→
立
体
と
展
開
す
る
世
界
は

紛
れ
も
な
く
幾
何
学
の
世
界
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

 
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』
の
第
四
章
の
冒
頭
で
次
の
よ
う
に
記

す
。

 
 

 
 

ど
ん
な
結
合
に
も
よ
ら
な
い
で
言
わ
れ
る
も
の
ど
も
の
そ
れ
ぞ
れ
が
意
味
す

る
の
は
、
あ
る
い
は
実
体
か
、
あ
る
い
は
「
何
か
こ
れ
だ
け
」〔
量
〕
か
、
あ

る
い
は
「
何
か
こ
れ
こ
れ
様
の
」〔
質
〕
か
、
あ
る
い
は
「
或
る
も
の
と
の

関
係
に
お
い
て
」〔
関
係
〕
か
、
あ
る
い
は
「
或
る
と
こ
ろ
で
」〔
場
所
〕
か
、

あ
る
い
は
「
或
る
時
に
」〔
時
〕
か
、あ
る
い
は
「
位
し
て
い
る
」〔
体
位
〕
か
、

あ
る
い
は
「
持
っ
て
い
る
」〔
所
持
〕
か
、
あ
る
い
は
「
為
す
」〔
能
動
〕
か
、

あ
る
い
は
「
為
さ
れ
る
」〔
受
動
〕
か
で
あ
る
（『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集　

１
』

岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
六
頁
）

 
 

天
啓
三
年
（
一
六
二
三
年
）
に
出
版
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ア
レ
ニ
答
述

の
『
西
学
凡
』
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』
の
文
章
と
内
容
的
に

符
合
す
る
記
述
が
見
出
さ
れ
る
。

 
 

 
 

一
門
是
十
宗
論
、
卽
天
地
間
萬
物
十
宗
府
。
一
謂
自
立
者
、
如
大
地
人
物
。

一
謂
依
賴
者

0

0

0

、
不
能
自
立
、
而
有
所
賴
焉
、
○
成
。
自
立
獨
有
一
宗
。
依
賴
、

則
分
而
爲
九
、
一
爲
幾
何

0

0

、
如
尺
寸
一
十
等
。
二
爲
相
接
、
如
君
臣
父
子
等
。

三
爲
何
狀
、如
黑
白
冷
熱
甘
苦
等
。
四
爲
作
爲
、如
化
傷
行
言
等
。
五
爲
抵
受
、

如
被
化
受
傷
等
。
六
爲
何
時
、
如
晝
夜
年
世
等
。
七
爲
何
所
、
如
鄕
房
廳
位

等
。
八
爲
體
勢
、
如
立
坐
伏
側
等
。
九
爲
得
用
、
如
用
袍
裙
、
如
得
田
池
等
」

（
台
湾
学
生
書
局
本
『
天
學
初
函
』（
一
）「
西
學
凡
」
三
葉
裏
、
四
葉
表
。
三
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二―

三
三
頁
。
○
は
判
読
不
能
な
漢
字
）。

 
 

『
西
学
凡
』
の
「
自
立
者
」
は
岩
波
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
全
集
』
１
所
収
の
『
カ

テ
ゴ
リ
ー
論
』
の
「
実
体
」
に
、「
幾
何
」
は
「
量
」
に
、「
相
接
」
は
「
関
係
」

に
、「
何
狀
」
は
「
質
」
に
、「
作
爲
」
は
「
能
動
」
に
、「
抵
受
」
は
「
受
動
」
に
、

「
何
時
」
は
「
時
」
に
、「
何
所
」
は
「
場
所
」
に
、「
體
勢
」
は
「
体
位
」
に
、「
得

用
」
は
「
所
持
」
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
（
こ
の
う
ち
「
体
位
」
に
当
た
る
「
體

勢
」
は
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
の
著
の
二
六
五
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
幾

何
原
本
』
巻
六
の
「
第
十
八
題　

直
線
上
求
作
直
線
形
、
與
所
設
直
線
形
相
似
而

體
勢

0

0

等
」〔
二
十
五
葉
裏
、
二
四
二
四
頁
〕
に
も
出
て
い
る
。
こ
の
箇
所
は
一
七

五
四
年
に
出
た
後
出
のElem

enta Geom
etriae

〔
東
大
駒
場
図
書
館
所
蔵
〕
で

は
、
“Super data recta (RS) dato polygono (BQ

) sim
ile, sim

iliterque 
positum

 describere.

”〔p. 150
〕
と
な
っ
て
い
る
）。「
幾
何
」
が
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
『
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
』
に
記
さ
れ
た
十
個
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中
の
一
つ
で
あ

る
量
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
こ
れ
に
よ
り
確
実
な
も
の
と
な
ろ
う
。

 
 

崇
禎
四
年
（
一
六
三
一
年
）
に
出
版
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
フ
ル
タ
ー
ド

Francisco Furtado

訳
義
、
李
之
藻
達
辞
の
『
名
理
探
』（
コ
イ
ン
ブ
ラ
大
学
の

イ
エ
ズ
ス
会
士
を
対
象
と
し
た
哲
学
の
講
義
本
。
原
書
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
、

一
六
一
一
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
〔
徐
宗
澤
編
著
『
明
清
間
耶
穌
會
士
譯
著
提
要
』

台
湾
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
、
一
九
三
頁
〕）
の
中
に
、「
幾
何
」
が
量
の
意
味

で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
哲
学
的
に
裏
づ
け
る
記
述
が
あ
る
。

 
 

 
 

葢
形
乃
幾
何

0

0

之
限
界
。
既
不
可
謂
有
無
界
之
幾
何

0

0

、
則
亦
不
可
謂
有
無
形
之

幾
何

0

0

。
又
幾
何

0

0

乃
形
也
者
之
本
底
（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
三
四
一
三
番

『
名
理
探
』
巻
五
、
四
十
八
葉
表
）。

 
 

訳
せ
ば
、「
思
う
に
、
延
長
と
は
量
が
限
定
を
受
け
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

限
定
を
受
け
な
い
延
長
の
存
在
が
認
め
ら
れ
な
い
以
上
、
延
長
を
伴
わ
な
い
量
の

存
在
も
ま
た
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
量
と
は
延
長
な
る
も
の
の
基

体
（τὸ ὑποκείμενον

）
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
ほ
ど
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。「
幾
何
」

が
量
の
概
念
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
の
余
地
が
な
い
こ
と
と
思
わ

れ
る
。

 
 

し
か
し
「
幾
何
」
は
量
で
は
あ
る
が
、
学
で
は
な
い
。『
西
学
凡
』
で
は
西
洋
の

「
斐
祿
所
費
亞
」philosophia

（
三
一
頁
）
を
中
国
の
「
理
学
」
の
内
部
に
位
置

づ
け
、
更
に
五
つ
の
領
域
、
す
な
わ
ち
「
落
日
加
」logica

（
三
一
頁
）、「
費
西
加
」

physica

（
三
四
頁
）、「
黙
達
費
西
加
」m

etaphysica

（
三
六
頁
）、「
馬
得
馬
第
加
」

m
athem

atica

（
三
七
頁
）、「
厄
第
加
」ethica

（
四
〇
頁
）
に
分
類
す
る
。

 
 

そ
し
て
、「
幾
何
之

0

0

0

學0

、
名
曰
馬
得
馬
第
加
者
、
譯
言
察
幾
何

0

0

之
道
、
則
主
乎

審
究
形
物
之
分
限
者
也
。」（
同
書
、
六
葉
表
裏
。
三
七―

三
八
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
、
そ
の
う
ち
「
馬
得
馬
第
加
」m

athem
atica

、
す
な
わ
ち
数
学
が
「
幾
何
之

学
」
で
あ
っ
た
。
更
に
『
西
学
凡
』
で
は
こ
の
「
幾
何
之
学
」
を
「
算
法
家
」、「
量

法
家
」、「
律
呂
家
」、「
暦
法
家
」
に
分
類
す
る
（
同
書
、
六
葉
裏
。
三
八
頁
）。
こ

の
四
家
は
そ
れ
ぞ
れ
自
由
学
芸
の
「
四
家
」quadrivium

の
算
術
、
幾
何
学
、
音

楽
、
天
文
学
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
そ
れ
は
エ
ン
ゲ
ル
フ

リ
ー
ト
が
自
著
の
一
三
九
頁
に
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
な

学
問
の
枠
組
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
がN

. 
Standaert

か
ら
教
示
さ
れ
た
と
挙
げ
る
（
一
三
八
頁
）『
名
理
探
』
に
は
「
明
藝

有
三
。
…
二
謂
審
形
學
、
西
言
瑪
得
瑪
第
加

0

0

0

0

0

、
専
在
測
量
幾
何

0

0

之
性
情
。
…
…
審

形
學
分
爲
純
雜
两
端
。
凡
測
量
幾
何
性
情
、
而
不
及
於
其
所
依
賴
者
、
是
之
純
。

類
屬
有
二
。
一
測
量
併
合
之
幾
何
、
是
爲
量
法

0

0

、
西
云
日
阿
黙
第

0

0

0

0

亞0

、
一
測
量
數

目
之
幾
何

0

0

、
是
爲
算
法

0

0

、
西
云
亞0

利
黙
第
加

0

0

0

0

也
。
其
測
量
幾
何
而
有
所
依
賴
於
物

者
、
是
之
謂
雜
、
其
類
有
三
、
一
謂
視
藝
、
西
云
百
斯
伯
第
襪
、
一
謂
樂
藝
、
西

云
慕
細
加
、
一
謂
星
藝
、
西
云
亞
斯
多
落
日
亞
也
。」（
同
書
、
巻
一
、
九
葉
裏
、

十
葉
表
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
瑪
得
瑪
第
加
」m

athem
atica

は
「
純
」
と
「
雜
」

に
二
分
さ
れ
、
そ
の
内
、「
純
」
な
る
も
の
に
関
し
て
「
量
法
」
は
「
日
阿
黙
第
亜
」

geom
etria

、
す
な
わ
ち
幾
何
学
、「
算
法
」
は
「
亜
利
黙
第
加
」arithm

etica

、

す
な
わ
ち
算
術
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
「
雜
」
な
る
も

の
は
「
百
斯
伯
第
襪
」perspectiva

、
す
な
わ
ち
光
学
、「
慕
細
加
」m

usica

、

す
な
わ
ち
音
楽
、「
亞
斯
多
落
日
亞
」astrologia

、す
な
わ
ち
天
文
学
を
意
味
し
た
。
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こ
の
構
図
は
リ
ッ
チ
の
「
譯
『
幾
何
原
本
』
引
」
に
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

た
だ
「
譯
『
幾
何
原
本
』
引
」
で
は
四
家
を
「
算
法
家
」、「
量
法
家
」、「
律
呂
樂
家
」、

「
天
文
歷
家
」
と
い
う
ふ
う
に
、
後
者
の
二
家
に
関
し
て
は
別
の
呼
称
を
用
い
て
い

る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る（
台
湾
学
生
書
局
本『
天
學
初
函
』（
四
）「
譯
幾
何
原
本
引
」、

一
葉
裏
。
一
九
三
〇
頁
）。

 
 

以
上
か
ら
、
明
末
に
お
い
て「
幾
何
」が
量
を
、「
幾
何
之
学
」がm

athem
atica

、

す
な
わ
ち
数
学
を
意
味
す
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
な
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

「
幾
何
」
がgeom

etria

、
今
日
言
う
と
こ
ろ
の
幾
何
学
を
意
味
す
る
可
能
性
は
果

た
し
て
絶
無
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
も
自
著
の
一
三
九
頁
の
注

三
十
九
で
指
摘
す
る
よ
う
に
、シ
ャ
ル
の
『
歴
法
西
伝
』
に
は
「
西
庠
之
學
其
大
者
、

有
五
科
。
一
、
道
科
、
二
、
治
科
、
三
、
理
科
、
四
、
醫
科
、
五
、
文
科
。
而
理

科
中
旁
出
一
支
、
爲
度
數
之
學
。
此
一
支
又
分
爲
七
家
、
曰
數
學
家
、
曰
幾
何
家

0

0

0

、

曰
視
學
家
、
曰
音
律
家
、
曰
輕
重
家
、
曰
歴
學
家
、
曰
地
理
家
。
七
家
倶
統
于
度

數
、
要
皆
師
傳
曹
習
、
確
有
根
據
者
也
。」（
徐
光
啓
等
撰
『
新
法
算
書
』、
巻
九

八
、
二
葉
裏
〔『
景
印　

文
淵
閣
四
庫
全
書
』
第
七
八
九
冊
、
ソ
ウ
ル　

驪
江
出
版

社
、
一
九
八
八
年
、
七
六
九
頁
〕）
と
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
度
數
之
學
」
は

m
athem

atica

に
、「
數
學
家
」
はarithm

etica

に
、「
幾
何
家
」
はgeom

etria

に
比
定
さ
れ
よ
う
。
永
瑢
等
撰
『
四
庫
全
書
総
目
』
に
よ
れ
ば
、『
歴
法
西
伝
』
は

シ
ャ
ル
が
清
朝
に
入
っ
て
後
に
作
成
し
て
加
え
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
（
巻
一
〇

六
。
中
華
書
局
本
上
冊
、
八
九
六
頁
）、
年
代
的
に
は
順
治
元
年
（
一
六
四
四
年
）

以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
清
初
に
お
い
て
「
幾
何
家
」
はgeom

etria

の
意
味
で

用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
 

更
に
、
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
は
自
著
の
一
四
一
頁
で
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
ロ
ー

の
『
比
例
規
解
』（
北
京
、
崇
禎
三
年
〔
一
六
三
〇
年
〕〔Louis Pfister, N

otices 
Biographiques et Bibliographiques, Tom

e I, Chang-H
ai, 1932, p. 191

〕）

の
中
の
冒
頭
の
一
節
を
取
り
上
げ
る
。

 
 

 
 

論
度
數
者
其
綱
領
有
二
、一
曰
量
法

0

0

、一
曰
算
法

0

0

。
所
量
、所
算
其
節
目
有
四
、

曰
點
、
曰
線
、
曰
面
、
曰
體
。
總
命
之
曰
幾
何
之
學

0

0

0

0

、
而
其
法
不
出
于
比
例
。

比
例
法
又
不
出
于
句
股
。
第
句
股
爲
正
方
角
、
而
別
有
等
角
、
斜
角
。
句
股

不
足
盡
其
理
。
故
總
名
之
曰
三
角
形
。
此
規
名
位
比
例
者
、
用
比
例
法
也
。」

（
前
掲
『
新
法
算
書
』
巻
二
一
、一
葉
表
。
前
掲
『
四
庫
全
書
』
第
七
八
八
冊
、

三
一
七
頁
）

 
 

こ
こ
で
も
「
量
法
」
と
「
算
法
」
を
総
合
す
る
上
位
概
念
と
し
て
の
「
幾
何
之

学
」
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
取
り
扱
う
対
象
が
点
、
線
、
面
、

立
体
で
あ
り
、
三
角
形
を
分
析
単
位
と
し
、
比
例
法
を
分
析
手
段
と
す
る
な
ら
ば
、

m
athem

atica

な
る
「
幾
何
之
学
」
は
実
質
的
に
はgeom

etria

と
等
し
い
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
が
自
著
の
二
一
頁
に

記
す
よ
う
に
イ
エ
ズ
ス
会
で
は
数
学
の
中
で
幾
何
学
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
と
符
合

し
よ
う
。

 
 

そ
れ
で
は
「
量
法
」
も
「
幾
何
之
学
」
も
同
じ
くgeom

etria

を
指
す
こ
と
に

な
り
は
し
ま
い
か
。
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
が
自
著
の
三
八
頁
に
記
す
よ
う
に
、
十

六
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
中
世
的
な
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
学
が
占
め
て
い
た

地
位
を
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
動
き
が
現
わ
れ
た
。
中

村
幸
四
郎
・
寺
阪
英
孝
・
伊
東
俊
太
郎
・
池
田
美
恵
訳
・
解
説
『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド

原
論
』（
共
立
出
版
、一
九
七
一
年
）
所
収
の
伊
東
俊
太
郎
「
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
と
『
原

論
』
の
歴
史
」
は
、
一
四
五
〇
年
に
印
刷
術
が
発
明
さ
れ
て
か
ら
の
『
原
論
』
に

関
す
る
近
代
に
お
け
る
版
本
の
歴
史
を
説
明
し
て
い
て
く
れ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
四
八
二
年
に
カ
ン
パ
ヌ
ス
の
ラ
テ
ン
版
一
五
巻
で
あ
る
と
こ
ろ
の
ラ
ー
ト
ド
ル

ト
版
が
、
一
五
〇
五
年
に
ギ
リ
シ
ア
語
か
ら
の
最
初
の
ラ
テ
ン
語
訳
で
あ
る
と
こ

ろ
の
ザ
ン
ベ
ル
テ
ィ
版
が
、
一
五
三
三
年
に
初
め
て
印
刷
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
語
の

『
原
論
』
で
あ
る
と
こ
ろ
の
グ
リ
ュ
ナ
エ
ウ
ス
版
が
、
一
五
七
二
年
に
後
世
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
ラ
テ
ン
語
版
の
コ
ン
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ
版
が
、
一
五
七
四
年
に

コ
ン
マ
ン
デ
ィ
ー
ノ
版
に
並
ぶ
ラ
テ
ン
語
版
の
ク
ラ
ヴ
ィ
ウ
ス
版
が
出
て
い
る（
四

七
七―
四
七
八
頁
）。

 
 

従
っ
て
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
中
国
に
も
た
ら
し
たgeom

etria

は
中
世
の
そ

れ
で
は
な
く
、『
原
論
』
へ
の
理
解
を
増
大
さ
せ
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
のgeom

etria
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で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の

geom
etria

を
核
と
す
る
「
幾
何
之
学
」
に
比
し
、
一
方
「
量
法
」
は
中
世
来
の
自

由
学
芸
の
中
の
「
四
科
」
に
帰
属
す
るgeom

etria

と
捉
え
る
こ
と
は
出
来
な
い

だ
ろ
う
か
（geom

etria

の
漢
訳
語
と
し
て
の
「
量
法
」
に
はm

athem
atica

へ

の
深
い
理
解
が
見
出
さ
れ
、
こ
の
漢
訳
語
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
、
取
り
上
げ
な
い
）。

 
 

そ
も
そ
もm

athem
atica

は
十
七
世
紀
に
デ
カ
ル
ト
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
等
が
出

て
、
そ
れ
ま
で
大
学
の
中
で
学
ば
れ
て
い
たgeom

etria

と
大
学
の
外
で
発
達
し

たalgebra

を
結
合
し
、
総
合
的
な
学
の
大
系
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
近
代
に
至
っ

て
初
め
て
誕
生
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
に
よ
れ
ば

イ
エ
ズ
ス
会
士
が
『
原
論
』
の
理
解
の
上
で
影
響
を
受
け
た
プ
ロ
ク
ロ
ス
は
『
エ

ウ
ク
レ
イ
デ
ス
の
原
論
第
一
巻
へ
の
注
釈
』
の
著
者
で
あ
り
、
幾
何
学
と
算
術
を

総
合
さ
せ
た
「
普
遍
数
学
」
の
概
念
の
持
ち
主
で
あ
る
か
ら
（
一
一
八
頁
）、
幾
何

学
と
算
術
を
統
合
さ
せ
る
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
見
方
は
直
接
的
に
は
プ
ロ
ク
ロ
ス
の

考
え
方
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
ま
た
科
学
史
上
、
前
近
代
を
近
代
に

接
合
さ
せ
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ

に
せ
よ
十
六
世
紀
末
、
十
七
世
紀
初
め
に
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
よ
っ
て
中
国
に

も
た
ら
さ
れ
たm

athem
atica

の
本
質
部
分
が
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
のgeom

etria

で

あ
っ
た
こ
と
は
当
然
な
こ
と
で
あ
る
。
十
六
世
紀
に
逸
早
く
数
学
教
育
を
導
入
し

た
イ
エ
ズ
ス
会
に
あ
っ
てgeom

etria

を
核
心
と
す
るm

athem
atica

に
求
め
ら

れ
た
も
の
は
有
用
性
で
あ
っ
て
、
学
と
し
て
の
体
系
性
で
は
な
か
っ
た
（
佐
々
木

力
『
デ
カ
ル
ト
の
数
学
思
想
』
東
京
大
学
出
版
会
、二
〇
〇
三
年
、三
五―

三
六
頁
）

こ
と
か
ら
見
て
も
、
こ
の
期
のm

athem
atica

は
一
つ
の
独
立
し
た
学
問
に
至
る

形
成
過
程
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
実
際
、
リ
ッ
チ
が
「
譯
『
幾
何
原
本
』

引
」
の
中
で
述
べ
る
「
幾
何
学
」
に
関
す
る
説
明
は
、
一
、
計
測
測
量
、
二
、
天

体
観
測
、
三
、
機
械
製
造
、
四
、
土
木
建
築
、
五
、
大
型
機
械
製
作
、
六
、
作
図
、

七
、
地
理
の
用
に
供
す
る
点
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
て
（
台
湾
学
生
書
局
本
『
天
學

初
函
』（
四
）、「
譯
幾
何
原
本
引
」、
一
葉
裏―

二
葉
裏
。
一
九
三
〇―

一
九
三
二

頁
）、
す
べ
て
実
用
的
見
地
に
基
づ
い
て
お
り
、
学
的
観
点
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
。

し
か
し
そ
れ
は
ま
た
経
世
致
用
の
学
問
が
重
視
さ
れ
た
明
末
思
潮
に
合
致
す
る
も

の
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
 

そ
れ
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
フ
リ
ー
ト
が
自
著
の
一
三
八
頁
に
記
す
よ
う
に
『
原
論
』

の
原
本
の
タ
イ
ト
ル
に
は ʻgeom

etryʼ 

と
い
う
語
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
理

由
か
ら
、『
幾
何
原
本
』
の
「
幾
何
」
をgeom

etria

の
意
味
に
取
る
こ
と
は
根
拠

の
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。

 
 

伊
東
俊
太
郎
に
よ
れ
ば
、
一
四
八
二
年
に
出
た
ラ
ー
ト
ド
ル
ト
版
の
頭
書
は
、 

ʻPreclarissim
un opus 

.elem
entorum

 Euclidis m
egarensis una cum

 
com

m
entis Cam

pani perspicacissim
i in artem

 geom
etriam

ʼ 

（
前
掲

『
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
原
論
』、
四
七
七
頁
。「
明
敏
な
る
カ
ン
パ
ヌ
ス
に
よ
る
注
釈
付

き
、
メ
ガ
ラ
の
人
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
に
よ
る
幾
何
学
に
関
す
る
原
理
に
つ
い
て
の
す

ぐ
れ
た
著
作
」
ほ
ど
の
意
味
で
あ
ろ
う
か
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
七
五
四
年
に
は

数
学
教
授
で
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭 Andrea Tacquet 

に
よ
り
、Elem

enta 
geom

etriae planae ac solidae, quibus accedunt selecta Archim
ede 

theorem
ata 

と
い
う
標
題
の
本
が
出
て
い
る
。
斎
藤
憲
・
三
浦
伸
夫
訳
・
解
説『
エ

ウ
ク
レ
イ
デ
ス
全
集
』
第
一
巻
（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
で
は
「
参

考
文
献
」
の
項
目
で
、
ラ
ー
ト
ド
ル
ト
版
を
〔Elem

enta geom
etriae

〕
と
し

て
い
る
（
四
六
九
頁
）。
伊
東
俊
太
郎
に
よ
れ
ば
「
タ
イ
ト
ル
・
ペ
ー
ジ
は
な
い
」

（
前
掲
書
、
四
七
七
頁
）
の
だ
か
ら
、
全
集
の
訳
・
解
説
者
が
類
別
し
や
す
く
す
る

た
め
に
施
し
た
便
宜
的
な
呼
称
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
、
一
七
五
四
年
に
は
標

題
に
、 ʻElem

enta geom
etriaeʼ 

と
い
う
語
句
の
入
っ
た
『
原
論
』
が
出
版
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ラ
ー
ト
ド
ル
ト
版
が
出
て
よ
り
後
、
こ
れ
を
或
る
時
点

か
ら ʻElem

enta geom
etriaeʼ 

と
呼
び
な
す
習
慣
が
形
成
さ
れ
た
可
能
性
は
考

え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
頭
書
を
読
む
限
り
、
こ
の
書
が
「
幾
何
学

の
原
論
」
の
書
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
の
は
当
然
の
理
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら

な
い
。

 
 

『
歴
法
西
伝
』
の
著
者
シ
ャ
ル
は
天
啓
二
年
（
一
六
二
二
年
）
に
来
華
し
て
い
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る
。
彼
は
『
幾
何
原
本
』
翻
訳
の
経
緯
を
知
ら
な
い
。
彼
は
一
五
五
二
年
に
イ
グ

ナ
チ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
「
舊
神
聖
ロ
ー
マ
帝
國
所
屬
諸

國
（
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
）
の
爲
の

司
祭
養
成
の
大
神
學
校
」
で
、「
神
學
生
の
學
術
的
修
道
的
訓
練
は
イ
エ
ズ
ス
會

士
に
委
ね
ら
れ
て
ゐ
る
」（
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
Ⅱ
、
一
九
四
二
年
、

一
六
〇
、
一
六
一
頁
）
ロ
ー
マ
の
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ム
（Pontificium

 Collegium
 

Germ
anicum

 et H
ungaricum

）
で
学
ん
だ
。
ロ
ー
マ
学
院
で
学
ん
だ
リ
ッ

チ
と
は
学
統
を
異
に
す
る
。
こ
の
場
所
で―

Alfons Väth

のJohann Adam
s 

Schall von Bell S. J.
（Köln, 1933

）（
漢
訳
『
湯
若
望
傳
』
台
湾
商
務
印
書

館
、
一
九
四
九
年
）
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も―

天
文
学
、
幾
何
学
等

を
学
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
（Väth
の
本
の
第
二
章
〔
一
九―

三
六
頁
〕
で
は
ゲ
ル

マ
ニ
ク
ム
の
具
体
的
特
質
が
と
り
わ
け
一
九―

二
一
頁
に
亘
り
、
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
入
学
は
狭
き
門
で
、
司
教
や
司
教
座
聖
堂
参
事
会
及
び
イ
エ
ズ
ス
会
の
管
区

長
や
学
校
長
が
入
学
者
の
選
抜
に
当
た
っ
た
〔
二
〇
頁
〕）。
ラ
ー
ト
ド
ル
ト
版
の

こ
と
も
熟
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。『
幾
何
原
本
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
目
に
し

て
、
脳
裏
にElem

enta geom
etriae

と
い
う
語
が
浮
か
ん
で
来
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
か
。
リ
ッ
チ
の
『
西
字
奇
蹟
』
で
は
「
幾
」
の
音
を ʻkiʼ 
で
表
わ
す
（
朱
維

錚
王
編
『
利
瑪
實
著
譯
集
』
香
港
城
市
大
学
、
二
〇
〇
一
年
、
三
一
七
頁
）。
し
か

し
こ
れ
は
同
じ
音
の
「
紀
」
も ʻkı̔ʼ 

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
同
書
、
三
二

〇
頁
）、
現
代
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
す
れ
ば
、 ʻjiʼ 

で
あ
る
。
有
気
音
の
「
気
」
は 

ʻkı̔ʼ 

と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
三
二
二
頁
）。
つ
ま
り
現
代
ロ
ー
マ
字
表
記
で 

ʻjiʼ 

と
す
べ
き
と
こ
ろ
を ʻkiʼ 

に
、 ʻqiʼ 

と
表
記
す
べ
き
と
こ
ろ
を ʻkı̔ʼ 

と
表
記
し

て
、
無
気
音
と
有
気
音
を
対
比
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
啓
六
年
（
一

六
二
六
年
）
に
ト
リ
ゴ
ー
が
奉
教
士
人
王
徴
の
協
力
を
得
て
著
わ
し
た
『
西
儒
耳

目
資
』
で
も
同
様
で
、「
幾
」
の
音
は ʻkiʹʼ 

に
「
気
」
の
音
は ʻk̔íʼ 

と
表
わ
さ
れ

る
（
北
京
大
学
所
蔵
本
、
台
湾
天
一
出
版
社
（
中
）、
一
五
葉
表
）。
従
っ
て
「
幾

何
」
の
音 ʻkihoʼ 

は
現
代
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
用
い
れ
ば ʻjiheʼ 

と
な
り
、
現
代

の
発
音
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
に
来
る
宣
教
師
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

が
一
定
程
度
出
来
た
は
ず
な
の
で
、
シ
ャ
ル
は ʻjiheʼ 

と
い
う
音
を
聞
い
て
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
のgeom

etria

を
連
想
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
幾
何
原
本
』

をElem
enta geom

etriae

と
解
釈
し
た
い
衝
動
が
、
ラ
テ
ン
語
音
で
は
な
く
ポ

ル
ト
カ
ル
語
音
で ʻjiheʼ 

を
付
会
的
に
関
連
づ
け
る
よ
う
に
促
し
た
の
で
は
な
い

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
幾
何
」
は
量
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

 
 

次
に
「
原
本
」
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
リ
ッ
チ
は
「
譯
『
幾
何
原
本
』
引
」

の
中
で
、「
曰
原
本
者
、
明
幾
何
之
所
以
然
、
凡
爲
其
説
者
、
無
不
由
此
出
也
。」（
台

湾
学
生
書
局
本
の
『
天
學
初
函
』（
四
）「
譯
幾
何
原
本
引
」、
四
葉
表
。
一
九
三
五

頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
原
本
」
と
は
「
所
以
然
」
を
明
確
に
す
る
も
の
、
す
な
わ

ち
も
の
の
本
質
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
原
本
」
はelem

enta

の

よ
う
な
構
成
要
素
と
は
異
な
る
か
ら
、「
原
論
」、「
原
理
」
と
訳
し
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

 
 

「
幾
何
原
本
」
と
い
う
語
の
注
解
が
長
く
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ

は
「
十
誡
原
本
」
と
い
う
項
目
を
設
け
る
に
当
た
り
、「
幾
何
原
本
」
と
い
う
語
を

参
考
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
敢
て
こ
の
語
に
集
中
し
て
み
た
。『
幾
何

原
本
』
は
明
末
に
お
け
る
西
洋
の
科
学
技
術
関
係
の
書
物
の
翻
訳
の
嚆
矢
で
あ
り
、

当
時
の
中
国
の
知
識
人
の
社
会
に
与
え
た
影
響
は
相
当
の
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
か
ら
で
あ
る
。

（
十
一
）
原
文
は
「
天
主
初
生
人
時
、
卽
以
此
理
賦
之
、
銘
刻
於
人
心
、
使
其
常
能
惺
覺
、

不
待
提
醒
、
皆
知
趨
所
當
趨
、
避
所
當
避
也
」（
十
三
葉
表
）。
こ
れ
は
新
約
聖
書

ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
章
十
四―

十
五
節
の
“Cum

 enim
 gentes, quae 

legem
 non habent, naturaliter ea, quae legis sunt, faciunt, eiusm

odi 
legem

 non habentes, ipsi sibi sunt lex: qui ostendunt opus legis 
scriptum

 in cordibus suis, testim
onium

 reddente illis conscientia 
ipsorum

, et inter se invecem
 cogitationibus accusantibus, auf etiam

 
defendentibus,

”（
ラ
テ
ン
語
聖
書
の
引
用
文
は
ヴ
ル
ガ
タ
に
よ
っ
た
。
以
下
、

同
じ
）（「
律
法
を
持
た
な
い
異
邦
人
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
律
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
事
を
生
ま
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

つ
き
自
然
に
実
行
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
き
は
、
律
法
を
持
た
な
い
彼
ら
に
と
っ
て
、
自
分
自
身
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が
、
律
法
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
異
邦
人
は
、
そ
の
心
に
、
律
法
の
命
じ
る
な

0

0

0

0

0

0

0

す
べ
き
事
が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
彼
ら
の
良
心
も
そ
の

事
を
と
も
に
証
明
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が
互
い
に
責
め
た
り
弁
護
し
合
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。」〔
新
約
聖
書
の
日
本
語
訳
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
訳
に
よ
る
。
以

下
同
じ
〕）
を
想
起
さ
せ
る
重
要
な
文
章
で
あ
る
。

 
 

漢
訳
聖
書
の
中
の
同
一
箇
所
を
見
て
み
る
と
、
代
表
訳
が
「
蓋
異
邦
人
無
法

0

0

0

0

0

、

而
自
然
遵
法

0

0

0

0

、
是
雖
無
法
而
自
爲
法
。
法
銘
於
心

0

0

0

0

、
以
行
彰
之

0

0

0

0

、
内
自
爲
證

0

0

0

0

、
而

其
思
慮
、
時
寓
褒
貶
、」、
Ｂ
Ｃ
訳
が
「
夫
無
律
法
之
異
邦
人

0

0

0

0

0

0

0

、
自
然
行
在
律
法
所

0

0

0

0

0

0

0

載0

之
事

0

0

、
則
雖
無
律
法
、
而
自
爲
己
之
律
法
。
乃
表
彰
律
法
之
工

0

0

0

0

0

0

、
銘
於
其
良
心

0

0

0

0

0

亦
與
之
爲
證

0

0

0

0

0

、
而
其
思
慮
時
、
互
寓
褒
貶
也
、」、U

nion Version

が
「
沒
有
律

0

0

0

法
的
外

0

0

0

邦0

人0

、
若
順
着
本
性
行
律
法
上
的
事

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
他
們
雖
然
沒
有
律
法
、
自
己
就
是

自
己
的
律
法
。
這
是
顯
出
律
法
的
功
用
刻
在
他
們
心
裏

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
他
們
是
非
之
心
同
作
見

0

0

0

0

0

0

0

0

0

證0

、
並
且
他
們
的
思
念
互
相
較
量
、
或
以
爲
是
、
或
以
爲
非
」
と
な
っ
て
い
る
。

 
 

以
上
か
ら
、
教
要
解
略
に
て
「
銘
刻
於
人
心
」
と
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
、
代

表
訳
で
は
「
銘
於
心
」、Ｂ
Ｃ
訳
で
は
「
銘
於
其
良
心
」、Union Version

で
は
「
刻

在
他
們
心
裏
」
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
教
要
解
略
中
の
「
銘
」
や
「
刻
」
と

い
う
動
詞
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
教
要
解
略
の
「
銘
刻
」
は
ラ

テ
ン
語
の ʻscriptum

ʼ 

の
適
切
な
漢
訳
語
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
近
代
の
漢
訳
聖
書

に
も
そ
の
流
れ
が
伝
わ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 

加
藤
和
哉
に
よ
れ
ば
、「
神
学
的
自
然
法
論
は
、
啓
示
に
基
づ
く
神
の
掟
の
普
遍

性
を
、
自
然
法
概
念
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
成
立
し
た
。
す
で
に
パ
ウ
ロ
に
そ
の

萌
芽
が
み
ら
れ
〔
ロ
マ
二
：
十
四―

十
五
〕、
教
父
た
ち
も
十
戒
〔
出
二
十
：
三―

十
七
：
申
五
：
七―

二
十
一
〕
や
黄
金
律
〔
マ
タ
七
：
十
二
〕
を
自
然
法
と
結
び

つ
け
て
い
る
（
フ
ィ
ロ
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
ク
レ
メ
ン
ス
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
）」（「
自
然
法
」『
岩
波　

キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
四
七
三
頁
）
と
あ
る
よ
う

に
、
教
要
解
略
に
お
い
て
も
「
十
戒
」
が
自
然
法
の
観
点
か
ら
捉
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
よ
う
。
更
に
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
研
究
家
で
『
神
学
大

全
』
の
訳
者
の
一
人
で
も
あ
る
稲
垣
良
典
が
『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
哲
学
の
研

究
』（
創
文
社
、
一
九
七
〇
年
）
の
中
で
「
人
間
の
究
極
的
な
完
全
性
も
し
く
は
究

極
的
な
目
的
そ
の
も
の
が
、
超
自
然
的
な
啓
示
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
直
観
的
認

識
に
よ
っ
て
、
絶
対
的
な
仕
方
で
把
握
さ
れ
る
こ
と
を
承
認
し
た
場
合
に
は
、
自

然
法
に
関
し
て
も
一
種
の
『
律
法
』
な
い
し
は
成
文
化
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
モ
ー
ゼ
の
十
戒
が
自
然
法
と
呼
ば
れ
、
教
会
が
神
の
言
葉

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
解
釈
者
と
し
て
の
権
威
を
も
っ
て
、い
わ
ば
解
釈
と
い
う
仕
方
で
自
然
法
の
『
立

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

法
』
を
行
な
う

0

0

0

0

0

0

の
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
」（
三
二
一
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
い
て
十

戒
は
神
学
的
に
自
然
法
の
枠
組
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
概
念
な
の
で
あ

る
。

 
 

現
代
日
本
に
お
い
て
も
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
が
発
行
す
る
『
カ
ト
リ
ッ

ク
要
理
（
改
訂
版
）』（
中
央
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）
の
第
二
部
「
キ
リ
ス
ト

信
者
の
道
徳
」
第
十
七
課
「
神
の
十
戒
」
と
い
う
項
目
の
中
で
「
神
の
お
き
て

は
、
旧
約
時
代
に
は
お
も
に
神
の
十
戒
に
集
約
さ
れ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
の
宗

教
的
・
社
会
的
生
活
を
整
え
、
導
い
て
い
ま
し
た
。
…
…
こ
れ
ら
の
十
戒
の
大
部

0

0

0

0

0

0

0

0

0

分
は

0

0

、
人
間
の
心
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
る
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
キ
リ
ス

ト
の
教
え
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
完
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
新
約
に
お
い
て
も
そ

の
意
義
と
力
と
を
も
っ
て
い
ま
す
」（
一
三
二
頁
）
と
記
さ
れ
、
ま
た
日
本
カ
ト

リ
ッ
ク
司
教
協
議
会
教
理
委
員
会
訳
・
監
修
『
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
カ
テ
キ
ズ
ム
』

（Catechism
us Catholicae Ecclesiae, 1992

）（
カ
ト
リ
ッ
ク
中
央
協
議
会
、

二
〇
〇
二
年
）
の
第
三
編
「
キ
リ
ス
ト
と
一
致
し
て
生
き
る
」
第
二
部
「
神
の
十

戒
」
の
「
十
戒
と
自
然
法
」
と
い
う
項
目
の
中
で
「
十
戒
に
は
、『
自
然
法
』
を

優
れ
た
表
現
を
用
い
て
示
す
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
」（
六
一
四
頁
）
と
記
さ

れ
、「
神
は
ま
ず
、
人
間
の
心
に
初
め
か
ら
植
え
つ
け
て
お
ら
れ
た
自
然
法
の
お

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

き
て
を

0

0

0

、
も
し
こ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
救
わ
れ
な
い
、
と
い
う
十
戒
を
通
し
て

0

0

0

0

0

0

人
間
に
想
起
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
そ
し
て
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
何
も
求
め
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
」（
六
一
四
頁
）（
“Nam

 Deus prim
o quidem

 per naturalia 
praecepta quae ab initio infixa dedit hom

inibus adm
onens eos, hoc 

― 199 ―



ヴァニョーニ述『天主教要解略』訳注（四）

（ 25 ）

est per Decalogum
—

quae si quis non fecerit, non habet salutem
—

, 
et nihil plus ab eis exquisivit,

” Adelin Rousseau, Tom
e II, Paris, 

1965, P. 548

）
と
い
う
二
世
紀
後
半
の
司
教
エ
イ
レ
ナ
イ
オ
ス
の
『
対
異
端
駁
論
』

四
巻
十
五
の
一
の
中
の
一
節
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十
戒
は
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
中
で
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
自
然
法
思
想
と
関
連
づ
け
ら
れ
て
重
視

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

 
 

そ
も
そ
も
教
要
解
略
中
の
「
趨
所
當
趨
、
避
所
當
遊
也
」
は
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ

ナ
ス
の
『
神
学
大
全
』
第
二―

一
部
第
九
十
四
問
題
第
二
項
の
中
の
「
善
は
為
す

べ
く
、
追
求
す
べ
き
で
あ
り
、
悪
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
」（
稲
垣
良
典
訳
『
神
学

大
全
』
第
十
三
冊
、
一
九
七
七
年
、
七
二
頁
）（
“quod bonum

 est faciendum
 

et prosequendum
, et m

alum
 vitandum

.

” Sum
m

a Theologiae, 
M

arietti, 1950, Tom
us I, p. 426

〔
神
言
神
学
院
教
皇
庁
認
可
神
学
部
図
書
館

所
蔵
〕）
及
び
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
著
『
命
題
集
』
へ
の
註
解
の
第
二
巻
第
二
十
四
条

第
二
問
第
三
項
の
中
の
「
悪
は
避
け
る
べ
し
」（
稲
垣
良
典
「
目
的
論
・
対
・
義
務

論
」
三
島
淑
臣
他
編
『
法
と
国
家
の
基
礎
に
在
る
も
の
』
創
文
社
、
一
九
八
九
年
、

七
七
頁
）（
“quod est m

alum
 non esse faciendum

.

”, Scriptum
 Super 

Libros Sententiarum
, Parisiis, 1929, Tom

us II, p. 609

〔
同
図
書
館
所

蔵
〕）
と
い
う
「
実
践
理
性
の
第
一
原
理
（
自
然
法
の
第
一
の
掟
）」（『
法
と
国
家

の
基
礎
に
在
る
も
の
』、
九
八
頁
）
と
言
う
べ
き
も
の
に
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
十
二
）
著
者
名
及
び
内
容
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
。
徐
宗
澤
編
『
明
清
間
耶
穌
會

士
譯
者
提
要
』（
台
湾
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
）
及
びM

aurice Courant
の 

Catalogue des Livres Chinoises

やPaul Peliot

編
、
高
田
時
雄
校
訂
・
補
編
、

郭
可
訳
『
梵
蒂
岡
圖
書
館
所
藏
漢
籍
目
録
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
に
も
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
人
間
の
自
然
本
性
に
つ
い
て
論
じ
た
貴
重
な
書
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
本
書
の
所
在
場
所
が
確
認
さ
れ
、
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
れ
る
。

（
十
三
）
原
文
は
「
罪
種
」（
十
三
葉
裏
）。『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
）

に
は
、「
罪
」
が
最
初
に
位
置
す
る
語
と
し
て
、「
罪
悪
」、「
罪
過
」、「
罪
僭
」、「
罪

業
」、「
罪
根
」、「
罪
障
」、「
罪
人
」、「
罪
報
」、「
罪
福
」、「
罪
重
大
果
」
を
挙
げ

る
。
罪
を
植
物
と
関
連
づ
け
た
重
要
な
仏
教
語
と
し
て「
罪
根
」が
認
め
ら
れ
る
が
、

「
罪
種
」
と
い
う
仏
教
語
は
見
出
さ
れ
な
い
。
同
様
に
『
佩
文
韻
府
』
に
も
「
罪
種
」

と
い
う
語
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

 
 

教
要
解
略
に
言
及
さ
れ
た
『
元
性
論
』
の
中
に
出
て
来
る
語
で
あ
ろ
う
か
。
中

国
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
が
キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
よ
り
正
確
に
伝
え
る
た
め
に
新

た
に
作
り
出
し
た
語
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
十
四
）
原
文
は
「
私
欲
」（
十
三
葉
裏
）。
一
九
二
二
年
にCourtenay H

. Fenn

等
に

よ
っ
て
編
輯
さ
れ
たU

nion Version

の
索
引
で
あ
る『
経
文
滙
編
』に
よ
っ
て「
私

欲
」
の
項
目
（
中
国
基
督
教
三
自
愛
国
運
動
委
員
会
・
中
国
基
督
教
協
会
に
よ
っ

て
一
九
九
三
年
に
再
編
集
の
上
、
再
刊
。
六
〇
六
頁
）
を
引
き
、
所
載
の
聖
書
の

箇
所
（
す
べ
て
新
約
聖
書
で
、
十
五
例
）
を
ヴ
ル
ガ
タ
で
調
べ
る
と
、
ラ
テ
ン
語

は ʻconcupiscentiaʼ 

と ʻdesiderium
ʼ 

の
二
語
が
当
た
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

前
者
の
例
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
箇
所
の
日
本
語
の
訳
語
を
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会

訳
と
新
共
同
訳
で
調
べ
る
と
、「
欲
望
」
と
「
情
欲
」
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
圧
倒

的
に
前
者
が
多
か
っ
た
。

 
 

U
nion Version

よ
り
前
に
出
た
漢
訳
聖
書
の
代
表
訳
と
Ｂ
Ｃ
訳
と
で
調
べ
る

と
、
代
表
訳
で
は
「
私
慾
」
の
例
は
三
つ
で
、
他
は
「
嗜
慾
」、「
人
慾
」、「
非
慾
」、

「
欲
」
の
四
語
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、こ
の
う
ち
「
欲
」
の
例
が
六
つ
で
最
も
多
く
、

Ｂ
Ｃ
訳
で
は
す
べ
て
「
慾
」
が
当
て
ら
れ
て
い
た
。
日
本
の
文
語
訳
聖
書
に
お
い

て
も
同
箇
所
が
す
べ
て
「
慾
」
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
聖
訳
和
訳
の
歴
史
に
お
い

て
Ｂ
Ｃ
訳
の
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
さ
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

 
 

溝
口
雄
三
編
『
中
国
思
想
文
化
事
典
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
）
所

収
の
「
公
私
」
の
解
説
（
池
田
知
久
・
溝
口
雄
三
担
当
）
に
よ
れ
ば
、「
明
末
清
初

期
に
な
る
と
、
肯
定
さ
れ
て
い
る
欲
望
は
た
ん
に
個
体
の
本
能
欲
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
れ
ま
で
否
定
的
に
み
る
と
さ
れ
て
き
た
私
、
す
な
わ
ち
私
的
所
有
欲
に
ま
で
及

ぶ
に
い
た
っ
た
」（
二
五
八
頁
）
と
あ
る
か
ら
、「
私
欲
」
は
そ
の
よ
う
な
社
会
的

次
元
に
ま
で
広
げ
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
宣
教
師
の
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脳
中
に
あ
る
の
は
何
よ
り
も
神
学
概
念
と
し
て
の
ラ
テ
ン
語
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思

わ
れ
る
の
で
、
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
が
「
私
欲
」
と
い
う
語
で
意
図
し
よ
う
と
し
た
も

の
は
、 ʻconcupiscentiaʼ 

や ʻdesiderium
ʼ 

と
い
う
ラ
テ
ン
語
で
示
さ
れ
る
概

念
で
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

（
十
五
）「
と
こ
ろ
が
」
か
ら
始
ま
り
「
犯
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
で
終
わ
る
こ
の
部

分
は
、
人
祖
ア
ダ
ム
が
原
罪
を
犯
し
た
結
果
、
そ
れ
以
降
人
間
は
生
ま
れ
な
が
ら

に
原
罪
を
受
け
継
ぎ
、
自
然
本
性
が
損
わ
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
す
重
要
な

箇
所
で
あ
る
。

 
 

H
. Lange S. J.

に
よ
れ
ば
、「
原
罪
論
は
、
救
ひ
の
教
理
と
密
接
に
結
合
し
て

を
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
眞
理
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
聖
書
の
古
典
的
據
所
は

…
…
ロ
マ
書
五
ノ
十
二―

十
九
で
あ
る
」（「
原
罪
」
の
中
の
Ⅱ
。［
原
罪
の
教
理
］

（
一
）
原
罪
の
眞
実
性
、
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
Ⅱ
、
一
九
四
七
年
、
一

七
三
頁
）
と
あ
る
。
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
五
章
第
十
二
節
は
、
“Propterea 

sicut per unum
 hom

inem
 peccatum

 in hunc m
undum

 intravit, et 
per peccatum

 m
ors, et ita in om

nes hom
ines m

ors pertransiit, in 
quo om

nes peccaverunt.

”（「
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
一
人
の
人
間
に
よ
っ
て

罪
が
こ
の
世
に
入
り
、
そ
の
罪
に
よ
っ
て
死
が
入
り
、
こ
う
し
て
、
す
べ
て
の
人

間
が
罪
を
犯
し
た
の
で
、
死
が
す
べ
て
の
人
間
に
及
ん
だ
の
と
同
じ
よ
う
に―

。」）

で
あ
る
。
代
表
訳
は
「
且
以
一
人
、
在
世
有
罪
、
因
罪
而
死
、
於
是
人
皆
有
罪
、

人
皆
有
死
。」、
Ｂ
Ｃ
訳
は
「
縁
此
、
如
罪
由
一
人
入
世
、
而
死
由
於
罪
、
致
死
及

於
凡
人
、
以
人
皆
獲
罪
也
、」、U

nion Version

は
「
這
就
如
罪
是
從
一
人
入
了

世
界
、死
又
是
從
罪
來
的
、於
是
死
就
臨
到
衆
人
、因
爲
衆
人
都
犯
了
罪
。」
と
な
っ

て
い
る
。

 
 

こ
れ
ら
と
比
べ
、
教
要
解
略
の
文
章
は
原
罪
に
よ
っ
て
欲
望
に
振
り
回
さ
れ
、

道
徳
的
実
践
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
原
罪
が
人
間
の
死

の
原
因
で
あ
る
こ
と
に
は
言
及
し
な
い
。
明
末
中
国
の
儒
教
は
罪
が
死
の
原
因
で

あ
る
こ
と
を
示
す
翻
訳
の
言
葉
を
持
た
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
十
六
）
原
文
は
「
毎
瑟
」（
十
三
葉
裏
）。
現
代
で
は
「
モ
ー
セ
」
と
呼
ぶ
ほ
う
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
以
前
は
「
モ
イ
ゼ
」
と
呼
ん
だ
。「
毎
瑟
」
と
い

う
漢
訳
語
は
ラ
テ
ン
語 ʻM

oysesʼ 

の
音
を
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、「
モ
イ

ゼ
」
の
ほ
う
が
「
毎
瑟
」
の
音
に
近
い
。
拙
訳
で
は
現
代
に
お
い
て
呼
び
慣
わ
さ

れ
て
い
る
「
モ
ー
セ
」
を
用
い
た
。
モ
ー
セ
を
紀
元
前
一
四
五
〇
年
頃
の
人
と
す

れ
ば
（A. Bea S. J.

「
モ
イ
ゼ
」
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
Ⅴ
、
一
九
六

〇
年
、
一
四
九
頁
）、
人
祖
ア
ダ
ム
と
エ
バ
は
紀
元
前
四
千
年
頃
の
人
と
な
る
。
台

湾
輔
仁
大
学
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
セ
リ
カ
中
国
研
究
セ
ン
タ
ー
（
華
裔
學
志
漢
學
研

究
中
心
）
のZbigniew

神
父
様
（
神
言
会
）
に
よ
れ
ば
中
世
に
お
い
て
世
界
の
始

ま
り
は
紀
元
前
四
千
年
か
ら
五
千
年
の
間
の
こ
と
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。
実
際
、
米
国
の
聖
書
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
フ
ィ
ネ
ガ
ン
（Jack Finegan

）

著
、三
笠
宮
崇
仁
訳『
聖
書
年
代
学
』（H

andbook of Biblical Chronology

）（
原

著
一
九
六
四
年
、
岩
波
書
店
一
九
六
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
始
ま
り
は
ユ
ダ

ヤ
人
の
紀
元
「
世
界
紀
元
」
で
はB. C. 

三
七
六
一
年
（
同
書
、
一
〇
八
頁
）、
エ

ウ
セ
ビ
オ
ス
の
『
年
代
記
』
で
はB. C. 

五
二
〇
〇
年
（
表
八
五
、横
書
き
八
三
頁
）

と
な
り
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
士
ベ
ー
ダ
のʻDe Tem

poribusʼ

の
中
のCAPU

T 
XVI

のʻDe M
undi Æ

talibusʼ

に
よ
れ
ばB. C. 

三
九
五
二
年
（Patrologiae, 

Tom
us XC., Venerabilis Bedae, Tom

us Prim
us, Parisiis, 1850, p. 288

〔
神
言
神
学
院
教
皇
庁
認
可
神
学
部
図
書
館
所
蔵
〕）
と
な
る
。
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は

こ
の
う
ち
ベ
ー
ダ
の
年
代
の
数
え
方
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。（
他
に
ア
ル

ノ
・
ボ
ル
ス
ト
「
時
間
と
生
涯
」『
中
世
の
巷
に
て
』［
上
］、
永
野
藤
夫
他
訳
、
平

凡
社
、
一
九
八
六
年
、
四
八―

五
〇
頁
及
び
ポ
ー
ル
・
ア
ザ
ー
ル
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

精
神
の
危
機
』
野
沢
協
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
三
年
、
五
〇―

五
七
頁

が
参
考
に
な
っ
た
）。

（
十
七
）
原
文
は
「
用
石
二
方
、
勒
以
十
誡
、
授
而
命
之
徧
傳
其
人
。」（
十
三
葉
裏
）。

聖
書
の
該
当
箇
所
は
旧
約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト
記
第
二
十
四
章
第
十
二
節
の
“Dixit 

autem
 Dom

inus ad M
oysen: Ascende ad m

e in m
ontem

, et esto ibi: 
daboque tibi tabulas lapideas, et legem

, ac m
andata quae scripsi: 

ut doceas eos.
”（「
主
が
、『
わ
た
し
の
も
と
に
登
り
な
さ
い
。
山
に
来
て
、
そ
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こ
に
い
な
さ
い
。
わ
た
し
は
、
彼
ら
を
教
え
る
た
め
に
、
教
え
と
戒
め
を
記
し
た

石
の
板
を
あ
な
た
に
授
け
る
』
と
モ
ー
セ
に
言
わ
れ
る
と
、」〔
旧
約
聖
書
に
関
し

て
は
新
共
同
訳
の
文
章
を
用
い
た
。
以
下
同
じ
〕）
で
あ
ろ
う
。
代
表
訳
は
「
耶

和
華
諭
摩
西
曰
、
爾
可
陟
彼
高
崗
、
待
我
以
勒
石
之
誡
命
律
法
錫
、
使
爾
以
此
訓

民
。」、
Ｂ
Ｃ
訳
は
「
耶
和
華
諭
摩
西
曰
、
爾
登
山
就
我
、
止
於
彼
、
我
將
賜
爾
以

石
碑
及
法
與
令
、
我
所
書
者
、
致
爾
可
訓
之
。」、U

nioun Version

は
、「
耶
和

華
對
摩
西
説
、
你
上
山
到
我
這
裏
來
住
在
這
裏
、
我
要
將
石
版
、
並
我
所
冩
的
律

法
、
和
誡
命
、
賜
給
你
、
使
你
可
以
教
訓
百
姓
。」
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
テ
ン
語
の 

ʻtabulas lapideasʼ 
が
代
表
訳
で
は
「
石
」、
Ｂ
Ｃ
訳
で
は
「
石
碑
」、U

nion 
Version

で
は
「
石
版
」
と
な
っ
て
い
る
。
代
表
訳
は
教
要
解
略
と
通
じ
る
も
の
が

あ
る
。

 
 

石
の
板
の
数
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
聖
書
の
箇
所
は
旧
約
聖
書
出
エ
ジ
プ
ト

記
第
三
十
四
章
一
節
で
、
量
詞
は
代
表
訳
が
「
碑
」、U
nion Version

が
「
塊
」

を
用
い
て
い
る
。
Ｂ
Ｃ
訳
は
こ
の
箇
所
で
は
量
詞
を
用
い
て
い
な
い
が
、
同
じ
章

の
第
二
十
九
節
で
は
「
碑
」
を
用
い
て
い
る
。
教
要
解
略
で
用
い
ら
れ
て
い
る
量

詞
「
方
」
は
ラ
テ
ン
語
の ʻtabulaʼ 

の
形
態
を
彷
彿
さ
せ
、
適
切
な
用
い
方
と
言

え
、
拙
訳
で
は
量
詞
に
「
方
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
石
」
を
「
石

の
板
」
と
訳
し
た
。

（
十
八
）
原
文
は「
教
人
以
心
言
行
三
者
爲
操
柄
而
愛
敬
天
主
。」（
十
三
葉
裏
）。「
操
柄
」

と
い
う
語
は
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
。Albert H

artm
ann

に
よ
れ
ば
、「
最
初
の

0

0

0

三
誡
は

0

0

0

、
天
主
に

0

0

0

對0

す
る
人
間
の
務
め

0

0

0

0

0

0

0

、
卽
ち
聖
ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
（
神
學
大
全

一
の
二
、
第
一
〇
〇
問
五
項
）、
忠
誠
畏
敬
奉
仕
の
三
務
を
宣
べ
て
ゐ
る
。」（「
掟
」

一
．
天
主
の
十
誡
、
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』
Ⅰ
、
一
九
四
〇
年
、
二
九

八
頁
）
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
十
九
）
原
文
は
「
教
人
以
心
言
行
和
睦
同
類
、
不
害
其
身
名
財
等
爲
操
柄
、
而
推
廣

愛
天
主
之
心
以
愛
人
。」（
十
三
葉
裏
）。
こ
こ
で
も
「
操
柄
」
と
い
う
語
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。Albert H

artm
ann

に
よ
れ
ば
、「
第
四
～
十
誡
は

0

0

0

0

0

0

、
人
に
対
す
る
倫

0

0

0

0

0

0

理
的

0

0

義
務

0

0

を
含
む
。
そ
の
意
義
は
極
め
て
積
極
的
で
あ
り
、
そ
れ
な
し
に
は
眞
の

人
間
的
生
活
は
營
み
得
な
い
や
う
な
人
間
生
活
の
最
も
重
要
な
諸
善
の
倫
理
的
な

維
持
促
進
を
目
指
し
て
ゐ
る
。」（
前
掲
注
〔
十
七
〕
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』

同
巻
、
同
項
目
、
同
頁
）
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。

（
二
十
）
原
文
は
「
蓋　

天
主
之
教
以
仁
爲
本
。
用
此
二
愛
、
乃
爲
克
盡
耳
。」（
十
三
葉

裏
）。
他
に
天
主
教
士
人
王
徴
の
『
仁
會
』（
パ
リ
国
立
図
書
館
漢
籍
第
七
三
四
八

番
）
で
は
新
約
聖
書
コ
リ
ン
ト
人
へ
の
第
一
の
手
紙
十
三
章
一
節
の
“Si linguis 

hom
inum

 loquar, et angelorum
, charitatem

 autem
 non habeam

, 
factus sum

 velut aes sonans, aut cym
balum

 tinniens.

”（
た
と
え
、
人

間
の
不
思
議
な
言
葉
、
天
使
の
不
思
議
な
言
葉
を
話
し
て
も
、
愛
が
な
け
れ
ば
、

わ
た
し
は
鳴
る
銅
鑼
、
響
く
シ
ン
バ
ル
。）
を
、「
雖
稱
述
天
神
、
及
諸
聖
人
之
言
、

仁0

乏
、
猶
鐘
磬
而
已
矣
。」（
三
十
六
葉
裏
）
と
訳
し
て
い
る
。
王
徴
は
ラ
テ
ン
語

を
解
し
た
は
ず
だ
か
ら
、
彼
は
自
覚
的
に ʻcharitasʼ 

を
「
仁
」
と
訳
し
た
も
の

だ
ろ
う
。

 
 

清
末
に
出
た
代
表
訳
に
も
こ
の
訳
語
は
生
き
て
い
て
、「
我
如
能
言
諸
國
方
言
、

與
天
使
之
言
、
而
無
仁0

、
則
猶
鳴
金
敲
鈸
。」
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
代
表
訳
で
は

コ
リ
ン
ト
前
書
八
章
一
節
、
エ
ペ
ソ
書
四
章
十
五
節
、
十
六
節
、
ペ
ト
ロ
前
書
四

章
十
八
節
、同
後
書
一
章
七
節
、黙
示
録
二
章
十
九
節
な
ど
の ʻcharitasʼ 

が
「
仁
」

と
訳
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
Ｂ
Ｃ
訳
と U

nion Version 

で
は
多
く
が
い
ず
れ
も

「
愛
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、 ʻcharitasʼ 

を
Ｂ
Ｃ
訳
は
一
箇
所
、「
仁
愛
」
と
、

U
nion Version

は
二
箇
所
、「
愛
心
」
と
訳
す
。

 
 

い
ず
れ
に
せ
よ
神
へ
の
愛
と
人
へ
の
愛
の
実
践
が
仁
を
実
現
す
る
と
い
う
文
章

は
明
末
の
知
識
人
に
と
っ
て
新
鮮
な
響
き
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
何
故
な
ら
、
仁
は
も
と
も
と
人
と
人
と
の
間
に
実
現
さ
れ
る
徳
目
で
あ
っ

て
、
そ
こ
に
は
本
来
的
に
人
か
ら
神
へ
の
内
面
的
な
上
向
の
志
向
性
は
組
み
込
ま

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

 
 

こ
の
よ
う
に
天
主
教
の
根
本
を
仁
の
実
現
に
あ
る
と
明
言
す
る
文
章
は
明
末
中

国
の
知
識
思
想
界
に
あ
っ
て
画
期
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
天

主
教
は
儒
教
と
目
的
を
共
有
し
本
質
的
に
儒
教
と
同
一
の
位
相
を
持
す
る
こ
と
が
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宣
言
さ
れ
た
も
同
然
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
二
十
一
）
原
文
は
「
天
主
以
始
銘
於
生
人
之
心
、
人
自
以
私
欲
昏
之
。
此
不
得
不
銘

於
石
、
使
常
目
注
之
、
可
不
忘
耳
。」（
十
三
葉
裏
）。

 
 

十
戒
は
「
神
が
シ
ナ
イ
山
で
モ
ー
セ
を
通
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
に
授
け
た
も
の
」

（
関
根
清
三
「
十
戒
」、『
岩
波　

キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
四
七
五
頁
）
で
あ
っ
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
か
ら
す
れ
ば
「
異
邦
人
」
で
あ
る
非
イ
ス
ラ
エ
ル
人
に
与
え
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
以
外
の
人
間
に
与
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る

も
の
は
「
人
間
理
性
に
か
き
こ
ま
れ
た
倫
理
的
掟
の
一
体
系
」（「
自
然
法
」、
小
林

珍
雄
編
『
キ
リ
ス
ト
教
百
科
事
典
』
エ
ン
デ
ル
レ
書
店
、一
九
六
〇
年
、七
四
八
頁
）

で
あ
る
と
こ
ろ
の
自
然
法
で
あ
る
。

 
 

ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
へ
の
十
戒
と
「
異
邦
人
」
へ
の
自
然
法
を

時
間
軸
上
、
後
者
を
先
に
前
者
を
後
に
位
置
づ
け
て
、
十
戒
を
自
然
法
の
連
続
的

展
開
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
と
非
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
の
差
異

に
は
言
及
し
な
い
。
道
徳
的
主
体
の
一
貫
性
、
同
一
性
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
明
末
中
国
の
知
識
人
の
思
考
体
系
に
よ
り
適
合
す
る
も

の
を
模
索
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
内
側
に
存
し
た
か
ら
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

訳
者
補
足

 

本
稿
で
は
「
天
主
十
誡
解
畧
」
の
部
の
冒
頭
の
「
十
誡
原
本
」
の
箇
所

の
訳
解
に
集
中
し
た
。
教
要
解
略
に
は
他
に
「
原
本
」
と
い
う
語
を
用
い

た
も
の
に
、
巻
下
の
「
罪
宗
原
本
」、「
徳
宗
原
本
」
が
あ
る
。「
原
本
」

と
言
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も
万
暦
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
年
）
に
マ
ッ
テ
ー

オ
・
リ
ッ
チ
が
徐
光
啓
の
協
力
を
得
て
上
梓
し
た
『
幾
何
原
本
』
が
想
起

さ
れ
る
。
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
十
戒
の
逐
条
的
な
説
明
の
前
に
十
戒
の
原
理

と
呼
べ
る
も
の
を
記
し
た
。
そ
の
十
戒
の
原
理
の
説
明
に
リ
ッ
チ
と
同
様

に
「
原
本
」
と
い
う
語
を
用
い
た
と
こ
ろ
に
、
十
戒
が
天
主
教
の
教
義
体

系
の
中
で
極
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ヴ
ァ

ニ
ョ
ー
ニ
の
理
解
が
窺
い
知
ら
れ
る
。

 

「
十
誡
原
本
」
は
一
葉
分
で
し
か
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
葉
数
で
は
測

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
重
要
な
点
は
四
つ
ほ
ど
あ
る
。
一
つ
め
は
ア
ダ
ム

が
罪
を
犯
し
た
結
果
、
原
罪
が
代
々
人
に
伝
わ
っ
て
、
人
は
道
徳
能
力
が

弱
め
ら
れ
た
と
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
。
宋
学
流
に
気
質
の
性
を
克
服
し
て

本
然
の
性
に
回
帰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
十
全
な
道
徳
能
力
を
回
復
す
る
と

い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。
道
徳
能
力
の
向
上
は
先
祖
か
ら
伝

わ
っ
て
来
た
罪
を
克
服
す
る
以
外
に
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
罪
は

歴
史
性
と
社
会
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
因
果
応
報
の
個
人
の
次
元
に

終
始
す
る
仏
教
的
な
罪
の
観
念
と
も
ま
っ
た
く
異
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
の

場
合
歴
史
の
或
る
一
点
で
一
人
の
人
間
が
罪
を
犯
し
た
結
果
、
そ
れ
以

降
、
将
来
に
わ
た
っ
て
世
界
中
の
人
間
が
罪
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た

と
捉
え
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
性
と
社
会
性
を
有
す
る
罪
の
観
念
は
明
末

中
国
の
知
識
人
に
と
っ
て
初
め
て
耳
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
キ
リ

ス
ト
教
の
罪
の
観
念
を
明
末
の
知
識
人
に
知
ら
し
め
よ
う
と
努
力
し
た
と

こ
ろ
に
「
十
誡
原
本
」
の
意
味
が
あ
る
。

 
二
つ
め
は
原
罪
の
結
果
、
人
に
死
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
キ
リ
ス
ト
教
は

説
く
の
で
あ
る
が
、「
十
誡
原
本
」
で
は
道
徳
能
力
の
弱
化
を
招
い
た
と

言
う
に
と
ど
ま
る
こ
と
で
あ
る
。
原
罪
の
問
題
は
死
の
問
題
で
あ
る
。
キ
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リ
ス
ト
教
で
は
死
の
問
題
を
原
罪
の
問
題
に
遡
っ
て
考
え
る
。
死
の
問
題

の
解
決
は
原
罪
の
問
題
の
解
決
で
あ
る
。
道
徳
能
力
の
弱
化
に
言
及
す
る

だ
け
で
は
不
徹
底
の
憾
み
を
免
か
れ
な
い
。

 
他
方
、
儒
教
は
現
世
志
向
の
道
徳
主
義
で
あ
る
。
死
の
問
題
の
解
決
を

目
指
す
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
道
徳
至
上
主
義
的
傾
向
が
強
い
か
ら
、

道
徳
能
力
の
弱
化
に
併
せ
て
死
の
問
題
を
説
か
れ
た
場
合
、
死
の
問
題
に

つ
い
て
の
記
述
は
理
解
し
難
い
だ
け
で
な
く
、
受
容
し
難
い
も
の
と
な
ろ

う
。

 

西
洋
中
世
神
学
思
想
研
究
の
第
一
人
者
の
稲
垣
良
典
に
よ
れ
ば
、「
ト

マ
ス
に
お
い
て
は
…
…
自
由
な
主
体
で
あ
る
人
間
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

自
ら
の
働
き
の
根
源

で
あ
り
、
自
ら
が
造
り
だ
す
世
界
の
原
因
で
あ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
。
し
か
し
か
れ
は
第
一

0

0

原
因
で
は
な
く

0

0

0

0

0

0

、
じ
っ
さ
い
に
は
第
一
原
因
た
る
神
に
依
存
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
に

よ
っ
て
の
み
そ
の
働
き
を
営
み
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
営
み
は
究
極

0

0

0

0

0

目
的
た
る
神
へ
と
秩
序
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
実
り
を
結
ぶ
こ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
が
で
き
る

0

0

0

0

0

。」（『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
九
年
、
一
五

六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
の
基
礎
を
形
成
し
た
ト
マ
ス

神
学
に
お
い
て
は
自
己
を
「
自
ら
が
造
り
だ
す
世
界
の
原
因
」
と
捉
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
儒
教
の
道
徳
主
義
と
重
な
り
合
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の

道
徳
主
義
の
完
成
は
自
己
が
第
一
原
因
と
し
て
の
神
に
向
か
う
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
道
徳
主
義
の
完
成
と
神
と
の
関
わ

り
は
儒
教
で
は
説
か
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
儒
教
は
そ
の
こ
と
自
体

を
原
理
的
に
拒
み
得
る
も
の
で
は
な
い
。
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
儒
教
的
な
道

徳
主
義
の
完
成
の
彼
方
に
神
を
置
い
て
い
る
。
そ
れ
は
天
主
教
の
教
義
の

― 194 ―

段
階
的
理
解
の
中
で
出
会
う
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
存
在
で
あ
ろ
う
。

 

三
つ
め
は
「
十
誡
原
本
」
に
お
い
て
天
主
教
の
教
義
の
根
本
が
「
仁
」

に
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
は
キ
リ
ス

ト
教
の ʻcharitasʼ 

を
儒
教
の
徳
目
の
根
幹
を
な
す
「
仁
」
に
置
き
換
え

た
。
人
と
人
と
の
間
の
水
平
的
な
慈
し
み
に
天
主
教
の ʻcharitasʼ 

を
落

ち
着
か
せ
、
こ
れ
を
ば
人
か
ら
神
、
神
か
ら
人
へ
の
垂
直
方
向
に
大
き
く

転
轍
し
よ
う
と
志
向
し
た
の
で
あ
る
。
現
代
日
本
で
は
「
愛
」
と
訳
す
こ

と
に
よ
っ
て
浮
き
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
教
義
の
根
幹
概
念
を

「
仁
」
と
言
い
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
～
「
仁
」
に
は
神
へ
の
志
向
性
が
見

出
し
難
い
け
れ
ど
も
～
天
主
教
を
儒
教
の
思
想
大
系
と
連
動
す
る
も
の
と

し
て
明
末
中
国
の
知
識
人
に
提
示
し
た
の
で
あ
る
。

 

四
つ
め
は「
十
誡
原
本
」の
根
底
に
お
い
て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
自
然
法
思
想
、

ʻnaturaʼ 

観
が
貫
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
原
罪
以
後
、
人
間
は
そ
の

ま
ま
で
は
「
贖
は
る
べ
き
堕
罪
状
態
」（status naturae reparandae

）

に
あ
る
。
こ
れ
は
原
罪
に
よ
り
超
自
然
的
及
び
外
自
然
的
賜
物
を
喪
失
し

た
状
態
で
あ
る
。
こ
の
外
自
然
的
賜
物
の
喪
失
に
よ
り
人
間
の
本
性
上
の

欠
点
が
現
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（「
自
然
」
冨
山
房
『
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辭
典
』

Ⅱ
、
四
四
五
頁
）。
し
か
し
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
に
よ
れ
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
の

場
合
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
異
な
り
、「
原
罪
に
よ
っ
て
人
間
の
自
然
的

な
状
態
は
か
な
り
破
壊
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
だ
全
面
的
な
破
壊

に
至
っ
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
信
仰
を
別
に
し
て
も
、
理

性
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
『
自
然
法
』
と
い
う
も
の
は
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。」（『
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
』
中
央
出
版
社
、
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一
九
八
七
年
、
一
四
二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
原
罪
以
降

も
人
間
に
は
一
定
程
度
、
道
徳
能
力
が
存
在
す
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
ト

マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
に
よ
れ
ば
『
神
学
大
全
』
の
中
で
「
何
が
善
で
あ
り
、

何
が
悪
で
あ
る
か
を
判
別
す
る
と
こ
ろ
の
い
わ
ば
自
然
的
理
性
の
光
…
、

す
な
わ
ち
自
然
法
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
な
る
神
的
光
の
刻
印
に
ほ
か

な
ら
ぬ
」（
第
二―
一
部
、
第
九
十
一
問
題
、
第
二
項
、
創
文
社
『
神
学
大
全
』

第
十
三
冊
〔
稲
垣
良
典
訳
〕、
十
九
頁
）
と
述
べ
る
自
然
法
の
原
理
を
把
持
す

る
と
こ
ろ
の
「
良
知
」（synderesis

）
を
自
然
的
人
間
は
持
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
（
前
掲
稲
垣
『
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
』、一
九
五
頁
）。
こ
の
「
良

知
」
は
す
べ
て
の
人
間
の
う
ち
に
認
め
ら
れ
る
「
自
然
本
性
的
習
慣
」

（habitus naturalis

）
で
あ
っ
た
（
前
掲
『
法
と
国
家
の
基
礎
に
在
る
も
の
』、

八
三
頁
）。
こ
の
こ
と
が
道
徳
至
上
主
義
を
特
色
と
す
る
宋
学
に
連
な
る
明

末
儒
教
と
の
連
携
を
原
理
的
に
可
能
に
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。

 

以
上
、「
十
誡
原
本
」
は
短
い
文
章
な
が
ら
、儒
教
に
と
っ
て
は
「
異
教
」

の
天
主
教
の
教
義
を
い
か
に
明
末
中
国
の
知
識
人
の
思
想
世
界
に
落
着
場

所
を
見
出
そ
う
か
と
努
力
し
た
ヴ
ァ
ニ
ョ
ー
ニ
の
苦
心
の
思
索
の
跡
が
垣

間
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 

ギ
リ
シ
ア
語
に
関
し
て
は
ボ
ン
大
学
に
て
か
つ
て
滝
沢
克
己
と
共
に
学

び
、
バ
ル
ト
の
講
筵
に
列
せ
ら
れ
た
故
望
月
光
神
父
様
よ
り
御
恵
贈
に
あ

ず
か
っ
たGreek-English Lexicon 

（com
p. by H

. G. Liddell D. D., 
O

xford

）
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
天
上
の
望
月
神
父
様
に
謝
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
る
。
ま
た
聖
書
年
代
学
に
つ
き
わ
た
く
し
の
拙
い
質
問
に
て
い

ね
い
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
神
言
神
学
院
の
教
皇
庁
認
可
神
学
部
図
書
館

長
の
オ
ズ
ワ
ル
ド O

svaldo Cavallar S.V.D.

神
父
様
と
図
書
閲
覧
に

際
し
親
切
に
対
応
し
て
く
だ
さ
っ
た
職
員
の
伊
藤
公
子
さ
ん
に
心
よ
り
感

謝
致
し
ま
す
。
最
後
に
西
洋
精
神
の
歴
史
的
精
髄
を
窺
い
知
る
べ
く
ア

ザ
ー
ル
の
本
を
読
む
よ
う
に
お
勧
め
く
だ
さ
っ
た
東
京
大
学
名
誉
教
授
岡

本
さ
え
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
（
続
）。
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